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日時・場所等

【教育活動の内容】
１．女鳥羽川清掃の始まり

本校の近くを流れる女鳥羽川は、美ヶ原に端を発して、魚や沢蟹そして蛍も生息する清
らかな流れでした。しかし付近の宅地開発が進むと生活雑排水やごみの投棄により汚され、
いつの間にか蛍もいなくなってしまいました。これを憂えた本校生徒会が有志を集めて
「女鳥羽川清掃」を始めたのが昭和55年12月13日でした。以来、この活動は有志の活動か
ら生徒会全員が参加する行事となり、時期も冬から初夏に変更され、ゴミ拾いの他に河川
敷の草刈も行われるようになりました。
２．全校奉仕活動へ

平成15年には草刈りのアレルギー症状対策と、他のボランティア活動にも力を入れたい
という生徒会の願いから、近くの福祉施設や、公園、そして薄川の清掃を組み入れて展開
してきました。平成19年から年間活動回数も増えて、現在のような年2回（平成26年は5月8
日と10月9日）の活動が定着してきました。
３．活動内容（平成26年度）

Ａ 女鳥羽川草刈

Ｂ 女鳥羽川ゴミ拾い

Ｃ 薄川ゴミ拾い

Ｄ あがたの森掃除

Ｅ 蚕糸公園掃除

Ｆ あがた児童館訪問

Ｇ 北部デイサービス訪問

Ｈ 東部デイサービス訪問

Ｉ 通学路ゴミ拾い

Ｊ 校内造園活動

Ｋ 清水児童館訪問

Ｌ 東部地区防災緑地整備

４．活動の成果

・伝統ある「女鳥羽川清掃」の精神を受けて、女鳥羽川の草刈りやゴミ拾いなどを通して地域に貢

献する活動が継続できている。

・さらに、総合的な学習の時間のテーマでもある「福祉・ボランティア」の精神に沿って地域の施設

や公園でボランティア活動を行いながら、地域に生きる自分の役割について考えることができてい

る。

・学年の枠を越えた集団での活動を通して、清水中学校の一体感を高めることができている。

・ゴミは年々少なくなってきているが、植木の間まで手を伸ばしてしっかり拾うことができた。

・清掃中も近所の方々と談笑しながら良い交流ができ、皆さんに喜んでいただけた。

５．生徒の感想から

先日、全校奉仕活動が行われ、私たち３年生にとっての最後の奉仕活動となりました。私は１年

生の頃「暑い中、奉仕活動なんて大変だし面倒くさい」と思って、あまり一生懸命にやっていません

でした。しかし、地域の方に写生会の時に絵の描き方を教えていただいたり、七夕人形や手まりス

トラップの作り方を教えていただいたりするうちに、地域の方にお世話になっているんだなと思うよ

うになりました。そして、地域の人たちの何か一つでも役に立てたらと思い一生懸命に取り組みまし

た。そして自分たちが住むこの地域が少しでもきれいになって良かったなあと思います。

３年間の奉仕作業を振り返り、感じたことがあります。それは小学校と比べて中学校になると地

域とのつながりが薄くなったという事です。小学校の時は地域の人たちと関わる行事がたくさんあ

り、密接に関わっていたのですが、中学生になると関係が薄いと感じていました。でも奉仕活動を

することで地域のことを思うきっかけになり、貢献することができたのかなと思います。自分たちの

住んでいるこの地域とのつながりを大切にしていきたいと思いました。

事前の生徒集会での活動説明 草を集めて回収してもらいます
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